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報道関係各位 

2026年 5月 14日 

オーロラ・エナジー・リサーチ株式会社 

 

オーロラ・エナジー・リサーチ、 

蓄電池経済性評価ソフトウェア「Chronos」を日本で提供開始 

 

電力市場分析サービスを展開する、オーロラ・エナジー・リサーチ株式会社（中央区、以下

「オーロラ」）は本日、系統用蓄電池の経済性評価ソフトウェア「Chronos（クロノス）」の日

本版を提供開始しました。 

「Chronos」は、既に米国、欧州、豪州を中心に、蓄電池事業者、開発事業者、電力・インフ

ラ企業、金融機関等の皆様に広く活用されており、この度、日本市場向けに最適化された

形式でご利用いただけるようになりました。 

 

日本の蓄電池市場は現在、再生可能エネルギーの導入拡大を背景に、急速な成長期を

迎えています。一方で、事業の具体化に向けては、卸電力市場、需給調整市場、容量市

場など複数の収益源が相互に影響しあうことに加え、出力制御の増加傾向や制度変更な

ども分析に組み込む必要があるため、単純な収益試算では事業性を十分に評価すること

が難しい状況です。 

こうした状況に対応すべく、「Chronos」は、蓄電池事業に携わる皆様の、投融資に関わる

分析を精緻かつ迅速に提供し、ビジネス上の日々の意思決定をご支援します。 

 

「Chronos」は、系統用蓄電池に加え、太陽光発電などの再エネとの併設プロジェクトにも

対応しており、以下のようなユースケースにご活用いただけます。 

• プロジェクト開発段階における投資意思決定支援 

• ポートフォリオ全体の価値評価および最適化 

• ファイナンス検討・デューデリジェンス支援 
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オーロラ・エナジー・リサーチ株式会社リサーチ部 川俣大和部長のコメント：  

「日本の蓄電池ビジネスは、複数市場による収益源が立ち上がってきたことでより大きな成

長局面にあります。一方で、それらの収益機会が相互かつ複雑に作用し、投資判断の難

易度も上がっています。 

「Chronos」は、オーロラが培ってきた電力市場モデリングの強みと実用的な使いやすさを

兼ね備えており、複数の前提条件・シナリオに基づく迅速かつ精度の高い意思決定を可能

にするソフトウェアです。海外市場では、プロジェクトファイナンスの検討においても参照さ

れるなど、バンカブルなツールとして高い信頼性を有していますが、日本市場に最適化さ

れた分析環境を提供することで、日本の蓄電池ビジネスの持続的な発展を支援してまいり

ます。」 

 

【報道関係の方からのお問い合わせ先】 apac-press@auroraer.com 

 

Aurora Energy Research株式会社 

2013年にオックスフォードにて設立され、世界 18拠点以上で展開している電力市場分析

に特化した企業です。当社が強みとする電力市場モデルを用いた定量分析を通じて、事業

会社・金融機関等の意思決定を支援しています。 

日本市場においては、2023年にサービスのご提供を開始し、電力市場の長期見通し、再

エネ・蓄電池の経済性分析、再エネ出力制御見通しを含む四半期レポートの発行の他、個

別プロジェクトへのアドバイザリーサービスをご提供しています。 
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